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民間委託空港状況フォローアップ会議 取りまとめ報告書 

～報告書を踏まえ、速やかに改善に取り組んでいきます～ 
 

 

 

 

空港コンセッションは、滑走路等の基本施設と航空旅客ターミナルビル等を一体的に経営することにより効

率的な運営を行い、地域の活性化や空港利用者等の利便の向上を図るものであり、これまでに仙台空港・高

松空港・福岡空港・熊本空港・北海道内７空港・広島空港において民間による運営事業を開始しております。 

国土交通省では、平成30年度に空港コンセッション検証会議を開催し、空港コンセッションの目的の再整理

や仕組みの改善について検討を行ったところですが、未来投資戦略2018（平成30年６月15日閣議決定）等に基

づき、今般、空港コンセッションの目的の再確認や仕組みの更なる改善策等の検討を行い、今後の案件に反

映させるため、令和３年11月30日に民間委託空港状況フォローアップ会議を立ち上げ、有識者による検討を行

ってきました。 

国土交通省では、本取りまとめ報告書を踏まえ、今後の案件より改善策について実施してまいります。 

【取りまとめ報告書の概要】 

○ 空港コンセッションの目的の再整理 

空港の安全・安心確保と持続可能な空港運営を前提に、財政健全化の重要性も尊重しつつ、空港が持

つ役割に鑑み、引き続き以下の２点が大きな柱となることを再確認。 

・ 航空需要・旅客数・内外の交流人口の拡大等を通じた空港・地域の活性化、ひいては日本全体の活性

化の実現 

・ 航空系事業と非航空系事業の一体的経営、着陸料等設定の機動性や柔軟性の確保、民間のノウハウ

の活用等による空港経営の効率化を図りつつ、航空運送事業者や空港利用者の利便の向上の実現 

○ 仕組みの更なる改善策 

一次審査、二次審査、駐車場事業譲渡、瑕疵担保要件、新たな社会的課題への対応等の評価手法につ

いて、改善策を提言。 

○ コロナ禍を踏まえた実施契約のあり方の検証 

合意延長期間、運営権対価の支払方法、更なるリスク分担条項、混合型を採用した場合における不可

抗力時の対応措置のあり方を提言。 

○ 今後の方向性 

会議は今後も定期的に開催し、フォローアップを行っていく。 

【添付資料】 

・民間委託空港状況フォローアップ会議取りまとめ報告書（概要） 

・民間委託空港状況フォローアップ会議取りまとめ報告書 

 

 

 

 

国土交通省は、これまでに取り組んだ国管理空港の民間委託（空港コンセッション）の実施状況を

確認し、目的の再確認や仕組みの更なる改善策等について検討を行うため、有識者による会議を開

催し、検討を行ってきました。このたび、同会議により検討内容についての提言がなされ、報告書とし

て取りまとめられました。 

【問い合わせ先】 

総合政策局社会資本整備政策課 西岡、森下 

連絡先：03-5253-8111（内線 26-523、26-532） 

03-5253-8981（直通） 03-5253-1548（FAX） 

航空局航空ネットワーク企画課 空港経営改革推進室 佐々木、長田 

連絡先：03-5253-8111（内線 49-132、49-133） 

03-5253-8714（直通） 03-5253-1658（FAX） 


